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調 査 名
 東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事
（愛媛県新居浜市地区）

事 業 ・工 事 名   

ボ ー リン グ 名 孔 １ 調 査位 置 愛 媛 県 新 居 浜 市 黒 島 2 - 1 2 　黒 島 海 浜 公 園 内 北 緯 3 3 ﾟ  5 9 '  2 5 . 4 9 "
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鑑 定 者 鈴 木 　悠 爾
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柱

状

図
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種

区
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色
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硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

200.00ｍ～200.60ｍ　短柱状だが、変
質などは認められない。

A Ⅱ a α

200.56ｍ～200.75ｍ　礫状。D Ⅴ d ε
200.90ｍ～201.35ｍ　高角度の亀裂が
あり、コアは岩片状。

Ⅳ b β
A

Ⅱ a α

202.55ｍ～205.65ｍ　亀裂が多く、岩
片状～礫状である。亀裂は茶褐色に変
色している。

B ～
C 

Ⅲ～
Ⅳ

b ～

c 
δ

D Ⅴ d ε

B
Ⅲ～

Ⅳ
b γ

205.60ｍ～210.00ｍ　亀裂は20～30c
mおきで、長柱状である。密着した微
細な亀裂や、鉱物（石英）脈が数多く
認められる。

高角度の亀裂があり、岩片状となる。

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

210.00ｍ～210.68ｍ　硬質だが亀裂が
多く、短柱状～岩片状である。花崗岩
質の脈の貫入が認められる。

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ
b β

A Ⅱ a α

211.50ｍ～212.35ｍ　亀裂が多く、岩
片状～礫状で、暗褐灰色に変色してい
る。

D Ⅴ d ε

A Ⅱ a α

213.28ｍ～214.17ｍ　高角度の亀裂が
多く、短柱状～岩片状。鉱物（石英）
脈が散在する。

B Ⅳ c γ

214.17ｍ～215.50ｍ　密着した亀裂が
分布するが、硬質で、長柱状～短柱状。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A Ⅱ a α

ホルンフェルスと花崗岩及び石英質の
脈が混在する。特に、215.50ｍ～218.
25ｍは、花崗岩中の有色鉱物も確認で
きる。

B ～

C 
Ⅳ c δ

216.00ｍ～216.60ｍ　コアは硬質だが、
亀裂が多く岩片状である。

A Ⅱ a α

218.00ｍ～218.20ｍ　岩片状～礫・砂
状で、灰白色に変色している。密着し
た微細な亀裂が目立つ。

花
崗
閃
緑
岩

黒
灰～

白
灰

B ～

C 
Ⅳ c δ

硬質かつ新鮮で、棒状～長柱状である。
鉱物（石英）脈が散在する。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

ホルンフェルスと花崗岩、石英脈が混
在する。まばらではあるが、有色鉱物
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ェ
ル
ス

ホルンフェルスと花崗岩、石英脈が混
在する。まばらではあるが、有色鉱物
の確認も可能である。
221.70ｍ～230.40ｍ　亀裂は少なく新
鮮で、長柱状～短柱状である。
224.20ｍ～224.40ｍ　亀裂が密集し、
部分的に岩片状となる。ホルンフェル
スと花崗岩の接触境界が不明瞭で、灰
白色に変色している。亀裂が茶褐色に
変色している。

224.40ｍ～226.30ｍ　亀裂が20～30c
m間隔で、新鮮で長柱状～短柱状であ
る。225.50ｍ～225.70ｍ付近は高角度
の亀裂があり、岩片状。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

密着した亀裂は認められるが、新鮮で、
コアは長柱状である。鉱物（石英）脈
が混在する。

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

亀裂が多く、短柱状～岩片状である。
227.70ｍ～228.20ｍ付近は、花崗岩が
帯状に分布する。227.80ｍ付近の高角
度の亀裂は、乳白色に変色している。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

コアは岩片状～礫・砂状である。

新鮮で、硬質であるが、高角度の亀裂
が多く、コアは短柱状～岩片状である。
密着した亀裂も多く、特に238.30ｍ～
238.60ｍ付近は網状に発達する。

黒
灰

高角度の亀裂があり、コアは短柱状～
岩片状である。ホルンフェルスと石英
（花崗岩）が混在する。

Ⅲ b β

亀裂は乳白色に変色している。
232.70ｍ～233.40ｍ　付近に分布する
高角度の亀裂は、暗褐色に変色してい
る。

黒
灰～

白
灰

開口亀裂は少なく、コアは棒状～長柱
状。部分的に短柱が密着しているが、
微細な亀裂が数多く認められる。

A

Ⅱ a α

新鮮で、硬質であるが、高角度の亀裂
が多く、コアは短柱状～岩片状である。
密着した亀裂も多く、特に238.30ｍ～
238.60ｍ付近は網状に発達する。

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ

a ～

b 
β

コアは岩片状～礫状で、若干灰白色に
変色している。亀裂の面は特に灰白色
への変色が著しい。

C Ⅴ d
γ～

δ

コアは概ね棒状で、硬質である。微細
な密着した亀裂や、それに沿って貫入
した石英、方解石などの脈が認められ
る。
244.60ｍ～244.70ｍ　亀裂が密集し、
コアは岩片状～礫状である。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
β

248.50ｍ～249.10ｍ　高角度の亀裂が
多い。

A Ⅱ a α

硬質で新鮮だが、開口亀裂が多く、コ
アは主に短柱状で、部分的に岩片状と
なる。微細な密着亀裂や鉱物脈も多く
認められる。特に255.20ｍ、256.10ｍ
付近は1cm程度の厚みの鉱物（石英・
方解石）脈が挟まり、周囲は灰白色に
変色し、やや軟質である。

258.60ｍ～259.80ｍ　（部分的に）花
崗岩が認められる。花崗岩そのものや、
その周囲に変質は認められない。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

開口亀裂が多く、コアは短柱状～岩片
状である。斑晶が少なく、一度破砕さ
れたものが再固結した形跡が認められ
る。上下のホルンフェルスとの境界は、

花
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300.80

開口亀裂が多く、コアは短柱状～岩片
状である。斑晶が少なく、一度破砕さ
れたものが再固結した形跡が認められ
る。上下のホルンフェルスとの境界は、
不明瞭である。

閃
緑
岩

～

緑
青
灰

～

C 

～

Ⅳ
c

～

δ

開口亀裂が多く、コアは短柱状～岩片
状である。263.00ｍ～263.50ｍは、灰
白色に変色している。密着した亀裂も
多く、コアは脆弱である。

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ
c

γ～

δ

亀裂が密集しており、コアは岩片状～
礫・砂状である。

D Ⅴ d ε

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状で
ある。密着した亀裂も目立つが、岩は
新鮮である。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

長柱状～短柱状のコア主体だが、266.
60ｍ～266.70ｍ付近のみ、亀裂が多く
脆くなっており、コアは礫状である。
267.10ｍ　亀裂の周囲が灰白色に変色
している。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A Ⅱ a α

コアは長柱状～短柱状主体だが、上下
の境界部及び269.50ｍ～270.30ｍ付近
は特に亀裂が多く、コアは岩片状であ
る。また、上下の境界は不明瞭である。
微細な密着亀裂が多く、厚さ5～10mm
の石英脈も認められる。

A Ⅱ a α
花
崗
閃
緑
岩

乳
青～

緑
青

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ
c δ

亀裂は20～30cm間隔で分布し、コアも
主に短柱状である。272.90ｍ～273.2
0ｍは高角度の亀裂があり、コアは岩
片状である。

A

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

10～20cmおきに開口亀裂があり、コア
は主に長柱状～短柱状、高角度の亀裂
がある箇所は、コアが岩片状となる。
密着した亀裂が多く認められる。斑晶
は少なく、原岩の構造がかなり乱され
ている。

乳
青～

緑
青

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

亀裂が多く、岩片状～礫・砂状である。
コアは脆弱で、変質が認められる。

乳青
灰～
緑青
灰

D
Ⅴ～

Ⅵ
d ε

コアは長柱状～短柱状で、新鮮である。
高角度の亀裂も認められ、部分的にコ
アは岩片状となる。密着した亀裂も多
く認められる。全体的に再固結したよ
うな形跡が認められ、元の構造はほと
んど残っていない。

乳
青～

緑
青

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ

a ～
b 

β

コアは岩片状～礫・砂状のものが主体
である。短柱状のコアに密着した亀裂
が認められる。斑晶はなく、原岩の構
造はほとんど残っていない。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

284.30ｍ～288.40ｍ　部分的に短柱状
のコアがあるが、コアはやや脆弱で、
全体的に灰色に変色し、若干の変質が
認められる。

B
Ⅱ～

Ⅲ
b β

288.50ｍ～288.80ｍ　有色鉱物が認め
られ、原岩の構造が残っている。

乳
青
灰～

緑
青
灰

289.70ｍ～291.00ｍ　黒色の泥質ホル
ンフェルスを捕獲している。花崗岩と
の接触部は明瞭で、亀裂の面が黒色に
変色しているが、変質は認められない。

C
Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

291.00ｍ～291.50ｍ　高角度の亀裂が
あるが岩は新鮮で、短柱状である。有
色鉱物が認められる。

B
Ⅲ～

Ⅳ
b β

291.50ｍ～294.00ｍ　全体的に灰白色
に変色している。コアは主に礫・砂状
で、部分的に短柱状～岩片状である。
有色鉱物はほとんど認められない。

黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
青
灰 C Ⅴ d δ

開口亀裂が多く、コアは短柱状～岩片
状である。部分的に脆くなっており、
礫・水状である。294.30ｍ～298.00ｍ
付近までは有色鉱物が認められるが、
それ以深は認められない。

B
Ⅱ～

Ⅲ

b ～

c 
γ

297.00ｍ～297.50ｍ　コアは脆弱で、
一部礫状となる。灰色に変色しており、
原岩の構造が乱されている。

C
Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

300.18ｍ～300.80ｍ　硬質だが、一度
破砕された岩片が再度密着している様
子が認められる。コアは部分的に礫状
となる。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ
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[0]

[0]

[91]

[27]

[64]

[42]

[31]

[43]

[12]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

CM

CL～

D
CL～

CM

CH
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D
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CL
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301
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304
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306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

-293.17

-296.37

-298.47

-300.72

-306.37
-306.67

-307.37

-308.76

-309.57

-310.76

-311.51

-312.89

-314.43

-319.62

-322.43

-325.57

-327.87

-328.47

-328.97

-331.97

300.80

304.00

306.10

308.35

314.00
314.30

315.00

316.40

317.20

318.40

319.15

320.53

322.06

327.25

330.06

333.20

335.50

336.10

336.60

339.60

子が認められる。コアは部分的に礫状
となる。

コアは、長柱状～岩片状である。密着
した亀裂も認められ、原岩の構造、有
色鉱物もあまり認められない。
300.80ｍ～301.20ｍ　泥質のホルンフ
ェルスが帯状に分布する。

灰

A
Ⅱ～

Ⅲ
b β

コアは、長柱状～岩片状で、新鮮で硬
質である。304.90ｍまでは花崗岩が混
在するが、ホルンフェルスが優勢であ
る。
305.60ｍ～305.80ｍ　開口亀裂が集中
しており、コアは岩片状となる。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰～

白
灰

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 

β～

γ

コアは、長柱状～短柱状で、部分的に
岩片状となる。新鮮で硬質である。有
色鉱物の分布が、不均質な花崗岩であ
る。上位・下位のホルンフェルスとの
接触箇所（上位：308.00ｍまで、下位：
313.70ｍから）付近は、若干の変質が
認められ、灰白色に変色している。

B Ⅲ b β

306.10ｍ～306.60ｍ　ホルンフェルス
が帯状に分布する。

A Ⅱ a α

309.40ｍ～309.70ｍ　高角度の亀裂が
認められる。

B
Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 
β

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
斑
乳
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

コアは棒状～短柱状で、新鮮で硬質で
ある。ホルンフェルスと花崗岩が混在
しているが、ホルンフェルスが優勢で
ある。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

花崗閃
緑岩

黒斑
白灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

花崗岩は、原岩の構造が乱されている
が、有色鉱物は認められる。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

コアは短柱状～岩片状である。高角度
の開口亀裂も多い。全体的に原岩の構
造は残っておらず、再固結した様子が
認められる。有色鉱物もほとんど認め
られない。

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

乳
灰～

乳
青

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ
b

β～

γ

318.40ｍ～323.00ｍ　色調の変化が顕
著で、暗灰・灰色の箇所と、灰白・白
灰の箇所が互層状に見受けられる。ま
た、322.40ｍ～322.60ｍに泥質ホルン
フェルスを捕獲する。

A
Ⅱ～

Ⅲ
a

α～

β

325.00ｍ　灰白色～青灰色へ漸移する。
325.20ｍ　破砕された後に再固結した
形跡が見られる。周囲には、微細な密
着亀裂も多く認められ、コアはやや脆
弱である。
326.00ｍ～326.40ｍ　コアは岩片状～
礫状となっている。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ
c δ

327.40ｍ～329.80ｍ　高角度、もしく
は縦方向の亀裂が目立つ。コアは部分
的に岩片状となる。微細な密着亀裂が
多い。

330.40ｍ～330.60ｍ　亀裂が多く、コ
アは（原形をとどめているものの、）
脆弱である。高角度の亀裂があり、開
口後、再固結したような形跡が認めら
れる。

A ～

B 
Ⅲ b β

コアは主に岩片状～礫状である。部分
的に短柱状のコアも認められるが、脆
弱である。また、短柱状のコアや岩片
状のコアには、破砕後再固結したよう
な形跡が認められる。有色鉱物はほと
んど認められない。

D Ⅴ

コアは主に岩片状であり、密着した亀
裂も認められ、脆弱である。

コアは短柱状～岩片状である。

コアは岩片状～礫状である。部分的に
砂状となる。

C ～

D 

Ⅳ～

Ⅴ

d ε

コアは短柱状～岩片状で、部分的に礫
状である。新鮮だが、開口・密着とも
に亀裂は多い。
339.60ｍ以深、高角度の亀裂が多く、
コアは岩片状主体となる。
339.00ｍ付近より、色調は灰白～青灰
へ漸移する。

B
Ⅲ～

Ⅳ
b

B ～ Ⅳ～

c

γ

花
崗
閃
緑

黒
斑
乳
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341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362
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364

365
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368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

-334.67

-337.87

-339.57

-341.92

-342.97

-349.76

-353.76

-355.97

-357.49

-358.24

-365.49

-367.37

-369.37

-370.87

342.30

345.50

347.20

349.55

350.60

357.40

361.40

363.60

365.12

365.87

373.12

375.00

377.00

378.50

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ
c

コアは主に岩片状だが、343.60ｍ～3
44.00ｍ付近は礫・砂状である。343.
60ｍ～344.00ｍの上下は短柱状のコア
だが、密着した亀裂が多く、また破砕
された後に固結した形跡も認められる。
この区間が破砕帯である可能性が高い。

開口亀裂が多く、コアは短柱状～岩片
状で、部分的に礫状となる。灰白色の
花崗岩で、有色鉱物はほとんど認めら
れない。
345.50ｍ～347.20ｍ　脆弱で、コアも
主に岩片状～礫状である。破砕された
後に、再固結した形跡が認められる。

C ～

D 
Ⅴ d ε

347.20ｍ～348.20ｍ　コアは主に短柱
状で、硬質だが、微細な密着亀裂が目
立つ。また、高角度の開口亀裂もあり、
部分的に岩片状となる。
348.20ｍ～349.40ｍ　コアは短柱状だ
が、密着した亀裂が多く、再固結した
形跡も認められる。周囲に比べ、やや
白色に変色している。

Ⅲ～

Ⅳ
c γ

349.40ｍ～352.20ｍ　開口・密着亀裂
共に多く、また、高角度の亀裂も多い
ため、コアは岩片状～礫状の箇所もあ
る。

C

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 
δ

352.30ｍ～352.50ｍ　高角度の亀裂が
あり、亀裂面はやや軟質となっている。
352.50ｍ～357.40ｍ　コアは硬質で新
鮮だが、亀裂が非常に多いため、短柱
状～岩片状である。

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

亀裂が多く、コアは岩片状～礫状であ
る。割れ目（亀裂面）は暗色化してい
る。

C ～

D 
Ⅴ δ

コアは岩片状～礫・砂状である。また
脆弱なため、礫などは角ばっておらず
割れやすい。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
乳
灰～

黒
斑
乳
青

D
Ⅴ～

Ⅵ

d

ε

コアは主に短柱状で、新鮮で硬質だが、
微細な密着亀裂が多い。高角度の開口
亀裂も目立ち、一部岩片状となる。鉱
物（石英・方解石）脈が散在する。
363.60ｍ　花崗岩との接触部に変質は
認められない。

B Ⅲ b β

365.50ｍ～365.90ｍ　コアは岩片状で
ある。花崗岩片が認められる。

B ～

C 

γ～

δ

367.00ｍ～367.70ｍ　高角度の亀裂が
目立ち、一部亀裂面が暗褐色に変色し
ている。
368.50ｍ～368.90ｍ　高角度の亀裂が
多く、コアは岩片状である。また、白
色の鉱物脈もやや多めに見られ、周囲
より色が若干明るい。
370.60ｍ～371.00ｍ　花崗岩が貫入す
る。花崗岩には網状の亀裂が認められ
るが有色鉱物もあり、構造は残ってい
る。貫入岩の周囲は灰色に変色してい
る。
371.00ｍ～373.00ｍ　コアは長柱状～
短柱状で、亀裂は傾斜がやや急なもの
が主体である。

B

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 

β～

γ

373.00ｍ～375.00ｍ　高角度の開口亀
裂が目立ち、コアは岩片状となってい
る箇所もある。微細な密着亀裂や、鉱
物脈が多く分布し、コアも周囲よりや
や明るい色となる。

B ～

C 
Ⅳ c

γ～

δ

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A Ⅱ a α
コアは長柱状で、硬質で新鮮である。
原岩の構造が残っている。一部高角度
の亀裂が密集しているため、岩片状と
なっている。密集亀裂も散在する。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰

A Ⅱ a α

コアは棒状～長柱状で、新鮮で硬質で
ある。しかし密着した微細な亀裂は多
く分布し、鉱物脈も認められる上位・
下位の花崗岩との接触部はやや変色し

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル

黒
灰～

白
灰

A Ⅱ a α
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395
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401

402

403

404

405
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407
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414
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419

420

-374.07

-375.07

-377.57

-378.37

-379.97

-382.97

-383.57

-384.76

-386.87

-388.82

-390.37

-390.97

-395.37

-395.97

-396.57

-397.97

-400.57

-402.10

-406.67

-409.17

381.70

382.70

385.20

386.00

387.60

390.60

391.20

392.40

394.50

396.45

398.00

398.60

403.00

403.60

404.20

405.60

408.20

409.73

414.30

416.80

コアは棒状～長柱状で、新鮮で硬質で
ある。しかし密着した微細な亀裂は多
く分布し、鉱物脈も認められる上位・
下位の花崗岩との接触部はやや変色し
ている。

ン
フ
ェ
ル
ス

～

白
灰

A Ⅱ a α

開口・密着ともに亀裂が多く、コアは
主に岩片状である。382.10ｍ～382.5
0ｍは有色鉱物が認められない。ホル
ンフェルスも層状に分布し、接触部は
脆く、382.50ｍ付近は破砕帯のように
なっている。
高角度の亀裂が多く、コアは短柱状～
岩片状である。384.00ｍ～384.40ｍ付
近ホルンフェルスを捕獲している。

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ
c γ

開口亀裂はなく、コアは棒状である。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
灰

A Ⅱ a α

新鮮で、コアは主に長柱状。386.40ｍ
付近は高角度の亀裂が複数集まり、コ
アは岩片状となる。全体的に花崗岩や、
石英等の脈が混入しており、下位の花
崗岩との境界は不明瞭である。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰～

白
灰

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

亀裂がやや多く、コアは短柱状～岩片
状である。白・灰白が帯状に分布する
色調を示す。まばらだが、有色鉱物は
認められる。

B
b ～

c 
γ

付近は、周囲と比較しより黒に近い色
を示す。

開口亀裂はなく、コアは棒状で新鮮で
ある。391.30ｍ～391.70ｍは、破砕し
た後に再固結した形跡が認められる。

亀裂が多く、コアは主に短柱状である。
灰色・暗灰の箇所がまだらに分布する。
有色鉱物は、ほとんど認められない。
394.30ｍ～394.50ｍに、ホルンフェル
スを捕獲する。

乳
青～

淡
乳
青

Ⅲ～

Ⅳ

b

新鮮で、コアは主に棒状である。395.
40～395.60付近のみ亀裂が分布し、岩
片状となる。395.90ｍ～396.45ｍ、ホ
ルンフェルスが混在する。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰

A

Ⅱ a

α

亀裂は少なく新鮮で、コアは主に棒状
～短柱状である。

A Ⅱ a

398.00ｍ～398.60ｍ付近のみ、亀裂が
やや多めでコアは短柱状～岩片状とな
っている。

B
Ⅲ～

Ⅳ
c

石英等の鉱物脈が散在し、特に399.0
0ｍ～399.40ｍと402.20ｍ～403.60ｍ
付近では縦方向への発達が顕著に見ら
れる。

A Ⅱ a

α

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A ～

B 

Ⅲ～

Ⅳ
b β

403.50ｍ～404.20ｍ花崗岩が混在する。
Ⅲ～

Ⅳ
b

高角度の亀裂が多い。コアは短柱状～
岩片状である。

A ～

B 
Ⅲ a

β

黒
斑
白
灰

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

コアは棒状～短柱状で、亀裂が少なく
硬質である。409.70ｍ～410.00ｍのみ
岩片状である。有色鉱物も認められ、
原岩の構造も残っているが、灰白色に
にじんだ様に変色している箇所も認め
られる。

Ⅱ a

413.70ｍ～414.10ｍ、高角度の亀裂が
多く、コアは岩片状である。

花
崗
閃
緑
岩 黒

斑
白
灰～

黒
斑
乳
青

A

Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α

開口亀裂は少なく、コアは主に長柱状
～短柱状である。密着亀裂も認められ
る。415.50ｍ以深は、花崗岩の貫入が
数箇所認められる。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
α

開口亀裂は少なく、新鮮である。コア
は主に棒状～短柱状である。原岩の構
造が残っている。深度により鉱物結晶

花
崗
閃

黒
斑
白 A

Ⅱ～ a ～

α

28

29
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22

38

87

30

37
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20

26

94

38

28

44
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23

42
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35

23
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421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

-416.82

-417.57
-417.85

-419.01

-420.17

-421.37

-424.47
-424.76

-426.82
-427.12

-429.87

-431.24

-432.37

-434.67

-438.47
-438.67

-439.39

-440.76

-445.92

-446.72

424.45

425.20
425.48

426.65

427.80

429.00

432.10
432.40

434.45
434.75

437.50

438.87

440.00

442.30

446.10
446.30

447.03

448.40

453.55

454.35

開口亀裂は少なく、新鮮である。コア
は主に棒状～短柱状である。原岩の構
造が残っている。深度により鉱物結晶
の大きさが顕著に異なる。
421.00ｍ以深は、亀裂が高角度となる。
また、421.20ｍ、423.30ｍ、424.30ｍ
の亀裂付近は灰白色に変色している。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
α

硬質で開口亀裂が多く、コアは短柱状
～岩片状である。
424.60ｍ、425.10ｍ付近は花崗岩が貫
入している。

B
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
α

425.20ｍ～425.50ｍは破砕帯となって
おり、脆弱となっているため、コアは
一部礫状で、暗茶褐色に変色している。

C ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ

c ～

d 
ε

下位との接触部である426.50ｍ～426.
65ｍは亀裂が多く、やや軟化している。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状で
ある。特に亀裂の集中している426.6
5ｍ～427.00ｍ、427.50ｍ付近は、灰
白色に変色している。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

コアは長柱状～短柱状。新鮮だが、亀
裂は約15cmおきに認められる。

花
崗
閃
緑
岩

黒斑
白灰
～黒
斑乳
青

A Ⅱ a α

開口亀裂は少なく新鮮で、コアは主に
棒状～短柱状である。密着亀裂や、鉱
物脈が散在している。429.60ｍ～430.
0ｍは高角度の亀裂が多く、コアは岩
片状となっている。

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

432.10ｍ～432.40ｍと432.90ｍ～433.
30ｍは脆弱で、コアは礫状である。

C Ⅴ c δ

432.40ｍ～432.90ｍ　密着亀裂が目立
つ。
433.60ｍ～434.80ｍ　高角度の亀裂が
多く、コアは一部岩片状となる。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

A ～

B 
Ⅱ b β

開口・密着亀裂共に多く、コアは短柱
状が主体である。436.00ｍ～436.20ｍ、
437.00ｍ～437.50ｍ付近のみ砂・礫状
となっている。全体的に乳灰色に変色
している。

A ～

B 
Ⅱ b β

434.70ｍ～437.50ｍは特に脆弱で、破
砕した後に再固結した形跡が認められ
る。

乳
青～

黄
褐
灰

C ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ

c ～

d 
ε

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状で
ある。密着した亀裂も多く、全体的に
灰白色に変色しているが、コアは硬質
である。有色鉱物は少なめである。

Ⅲ β

438.90ｍ～440.00ｍは高角度の亀裂が
多く、コアは岩片状主体となる。

B

Ⅳ

b

β～

γ

コアは岩片状～礫・砂状である。硬質
な箇所が岩片として残っている。

C ～

D 

Ⅴ～
Ⅵ

c ～
d 

δ～

ε

亀裂が多く、コアは主に岩片状で、4
45.00ｍ～445.50ｍは礫状となる。
442.30ｍ～444.50ｍ やや灰白色に変
色している。密着した亀裂も多く、上
記の深度以外でも部分的にコアは礫状
となっている。また、破砕後再固結し
た形跡も認められる。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
斑
緑
青
灰

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 
γ

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 
γ

コアは長柱状～短柱状主体で新鮮だが、
上位の花崗岩との接触箇所付近のみ岩
片状である。微細な密着亀裂や、白色
の鉱物脈が多く認められる。

A ～

B 
Ⅲ b β

コアは岩片状～礫状で、亀裂の面はや
や暗茶色に変色している。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 
γ

開口亀裂は10～30cmおきに分布し、コ
アは長柱状～短柱状である。亀裂の傾
斜は概ね45～60°で、密着亀裂や白色
の鉱物脈が散在し、これらが集中する
箇所はコアが若干脆弱になっており、
岩片状～礫状である。

453.50ｍ～454.60ｍ　高角度の亀裂・
鉱物脈が認められ、周囲も若干灰色に
変色している。

454.40ｍ　厚さ10cm程度の花崗岩（有
色鉱物ほとんど認められない）が貫入
する。

B Ⅲ b β

B ～

C 

b ～

c 
γ

455.50ｍ～455.60ｍ　部分的に脆くな
っており、コアが礫状に分離している。
やや灰色に変色している。

456.20ｍ　新鮮だが高角度の亀裂が多
く、コアが岩片状となる。

458.40ｍ～458.07ｍ　コアは一部礫状
となっており、周囲にも網状の密着亀
裂が認められる。

460.20ｍ～460.90ｍ　花崗岩が混在す
る。460.00ｍ～460.40ｍ　付近は灰色
に変色しているが、その他の箇所は変
質などは認められない。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰

B

Ⅲ～

Ⅳ b
β～

γ
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461
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465
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481
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484
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488

489
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491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

-453.47

-455.87

-456.37

-457.37

-460.76

-462.26

-468.57

-469.76

-471.17

-472.57

-473.47

-475.07

-482.37

-482.82

-485.37

-486.76

-487.94
-488.17
-488.47

-489.94

-492.22

461.10

463.50

464.00

465.00

468.40

469.90

476.20

477.40

478.80

480.20

481.10

482.70

490.00

490.46

493.00

494.40

495.57
495.80
496.10

497.58

499.85

460.20ｍ～460.90ｍ　花崗岩が混在す
る。460.00ｍ～460.40ｍ　付近は灰色
に変色しているが、その他の箇所は変
質などは認められない。

亀裂は少なく、コアは棒状～長柱状で
ある。原岩の構造が残っており、新鮮
な花崗岩である。461.50ｍ～461.60ｍ
は、ホルンフェルスを捕獲している。

462.30ｍ付近は、高角度の密着した亀
裂がある。密着部は灰白色となってい
る。下位のホルンフェルスとの境界付
近は、やや暗灰色に変色している。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ
a α

コアは主に長柱状で、新鮮、硬質であ
る。463.50ｍ～464.00ｍは亀裂が多く、
岩片状である。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

上位の花崗岩との接触部周辺は、灰色
に変色している。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α～

β

亀裂は少なく、コアは主に棒状である。
縦方向の亀裂があり、部分的に岩片状
となる。
466.50ｍ～466.70ｍ　高角度の亀裂が
あり、周囲はやや灰白色に変色してい
る。10cm程度の厚みのホルンフェルス
が散在する。

花崗岩とホルンフェルスが混在する。
亀裂は少なく新鮮で、各岩の接触部は、
変質などは認められない。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰～

黒
灰

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α～

β

亀裂は10～30cmおきに分布し、コアは
主に短柱状である。灰・暗灰の色調が
やや傾斜した状態で互層状に分布し、
開口亀裂もそれに沿って発生している。

470.90ｍ～471.90ｍ　花崗岩の貫入が
3箇所認められる。472.40ｍ付近にも
1cm程の厚みの花崗岩が貫入しており、
その周囲は若干灰色に変色している。

475.60ｍ以深は亀裂が多く、一部岩片
状となる。特に475.40ｍ～475.60ｍは
鉱物脈の貫入が多く認められ、脆くな
っている。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α～

β

476.20ｍ～477.20ｍ付近、縦方向の亀
裂が分布している。亀裂付近はやや脆
く岩片状となっており、部分的に白色
に変色している。

B ～

C 
Ⅳ c

δ～

ε

477.20ｍ～478.80ｍ　亀裂は少なく、
コアは棒状～長柱状で、新鮮である。

花
崗
閃
緑
岩

黒斑
白灰
～黒
斑乳
青 A Ⅱ a α

コアは短柱状である。478.80ｍ～479.
20ｍは高角度の亀裂が多く、岩片状で
ある。479.90ｍ～480.20ｍは、花崗岩
が混在する。

泥質ホ
ルンフ
ェルス

黒
灰 B

Ⅲ～

Ⅳ
b β

亀裂が少なく新鮮で、コアは主に棒状
である。高角度の亀裂があり、部分的
にコアは岩片状となっている。

B
Ⅲ～

Ⅳ
b β

ホルンフェルスが481.20ｍ～481.30ｍ
に分布しており、また、上下の境界は
ともに互層状になっている。

花
崗
閃
緑
岩

黒
斑
白
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

開口亀裂は約20cmおきに分布し、コア
は新鮮で、短柱状が主体である。灰・
暗灰の箇所がやや傾斜した状態で互層
状に分布し、亀裂もそれに沿い分布す
る。白色の鉱物脈が散在する。
487.80ｍ付近の脈は開口亀裂も伴って
おり、周囲も若干灰白色に変色してい
る。
488.00ｍ以深、花崗岩が断片的に分布
する。

泥
質
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
灰 A

Ⅱ～

Ⅲ
a α

コアは長柱状～短柱状主体である。
B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 

γ～

δ
490.00ｍ～490.50ｍは亀裂が多く、コ
アは岩片状～礫状である。密着した亀
裂も多く、灰色に変色している。ホル
ンフェルスが混在しており、白色の鉱
物脈も多く認められる。
花崗岩は全体的に灰色に変色している。

A Ⅱ a α

亀裂が多く、コアは主に岩片状～礫状
である。ホルンフェルスが混在してい
る。全体的に茶色みがかかっており、
脆弱である。また、花崗岩に有色鉱物
は認められない。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 

γ～

δ

B
Ⅲ～

Ⅳ
b γ

C ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ
d ε

コアは新鮮で、長柱状～短柱状主体で、
亀裂の多い箇所は部分的に岩片状とな
る。

B
Ⅱ～

Ⅲ
b β

496.10ｍ～500.20ｍ　無色鉱物が一部
白色に変色しており、直径10mm程度の
斑状で分布している様子が目立つ。

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

A
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a
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-530.47
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513.01

514.00

516.70

518.55

519.10

519.95

521.05

521.70

522.58

526.80

528.33

530.90

535.20

538.10

白色に変色しており、直径10mm程度の
斑状で分布している様子が目立つ。

～

C 

～

Ⅳ

～

c 

A
Ⅱ～

Ⅲ
a

α～

β

500.70ｍ～502.50ｍ　特に亀裂が多く、
コアは岩片状主体である。亀裂の周囲
は若干灰色に変色している。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

504.60ｍ～505.00ｍ　亀裂が多く、コ
アが一部岩片状となる。

505.60ｍ～509.30ｍ　高角度の亀裂が
発達している。全体的に灰白色に変色
しているが、コアは硬質である。506.
80ｍ付近の亀裂には、再固結した粘土・
礫が挟まる。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
β

507.90ｍ～508.50ｍ　脆弱で、コアは
礫状となっている。コアは薄茶色に変
色している。

C
Ⅳ～

Ⅴ
d δ

509.70ｍ～513.10ｍ　全体的に灰色に
変色している。コアは新鮮だが、部分
的に亀裂が集中し、脆弱な箇所も認め
られる。

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 

α～

β

亀裂が多く、脆弱な箇所は礫もしくは
砂状となっている。新鮮な箇所は短柱
状のコアとして残っているが、微細な
密着亀裂は多く認められる。全体的に
白みがかっており、有色鉱物はほとん
ど認められない。

C ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ
d

δ～

ε

514.90ｍ～516.80ｍ　割れ目（亀裂）
の面のみ、暗褐色に変色している。

B ～

C 
Ⅳ c δ

516.20ｍ～516.50ｍ　長さ15cm程度の
短柱状のコアが残っている。

C ～

D 

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

518.60ｍ～518.90ｍ　短柱状のコアが
残っているが、密着亀裂が多く、コア
の表面ははく離している。有色鉱物は
ほとんど認められない。

B Ⅲ b β

（519.00ｍ～519.60ｍ、コアの割れ目
が暗色化している）

C ～

D 

Ⅴ～
Ⅵ

d ε

520.10ｍ～520.90ｍ　縦方向の亀裂が
発達しており、脆弱となっており、コ
アは岩片状である。

C Ⅳ c δ

521.00ｍ～522.00ｍ　コアは短柱状～
岩片状で、周囲と比較し、新鮮・硬質
な状態である。やや不明瞭であるが、
花崗岩の原岩の構造が残っている。

B Ⅲ b β

522.50ｍ～526.80ｍ　極まれに岩片状
が残っている箇所もあるが、概ね、礫・
砂状である。

B ～

C 
Ⅳ c

γ～

δ

D
Ⅴ～

Ⅵ
d ε

コアは新鮮で、短柱状～岩片状である。
約10cmおきに亀裂があり、高角度の亀
裂も認められる。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
a β

コアは概ね脆弱で、岩片状～礫・砂状
である。岩片状のコアには、破砕後再
固結したような形跡が認められる。
（528.90ｍ付近）

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 
γ

長柱状～短柱状のコア主体で、一部岩
片状の箇所も認められる。白色～灰白
色の石英主体の箇所が多く、531.50ｍ
～533.70ｍは有色鉱物があまり認めら
れない。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状で
ある。536.20ｍ～538.10ｍは高角度の
亀裂が多く、付近は白く変色している。
537.90ｍ～538.10ｍは亀裂が特に集中
しており、亀裂面は暗色化している。

B
Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 
γ

新鮮・硬質で、コアは長柱状～短柱状
である。538.60ｍ付近は亀裂が集中し、
岩片状である。灰白色に変色している。

A Ⅱ a
α～

β
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539

540

541
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545
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547
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549
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552
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555

556

557

558

559

560

561
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563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

-533.26

-534.07

-535.66

-536.76

-538.37

-539.37

-539.87

-541.64

-542.12

-542.87

-544.66

-545.76

-548.91

-549.76

-551.37

-552.72

-553.66

-555.01

-557.66

-559.76

-560.16

-562.37

540.90

541.70

543.30

544.40

546.00

547.00

547.50

549.28

549.75

550.50

552.30

553.40

556.55

557.40

559.00

560.35

561.30

562.65

565.30

567.40

567.80

570.00

新鮮・硬質で、コアは長柱状～短柱状
である。538.60ｍ付近は亀裂が集中し、
岩片状である。灰白色に変色している。

A Ⅱ a
α～

β

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状で
ある。541.60ｍ付近、コアが礫状とな
る。また541.60ｍ以深、密着した亀裂
も多く認められ、542.40ｍ～542.80ｍ
付近は特に目立つ。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 

β～

γ

長柱状のコアだが、密着した亀裂が多
い。543.20m～543.30ｍは高角度の亀
裂が多く、コアは岩片状である。また、
543.20ｍを境に、有色鉱物がほとんど
認められなくなる。

A Ⅱ
a ～

b 

亀裂が多く、コアは短柱状～礫状であ
る。短柱状のコアには、密着亀裂が多
く認められる。

A ～

B 
Ⅲ b

β

545.80ｍ～546.70ｍ　岩片状のコアで、
亀裂面は暗色化している。

Ⅳ～

Ⅴ

b ～

c 
γ

547.50ｍ～550.50ｍは縦方向の亀裂が
発達し、コアは岩片状～礫状主体とな
る。

B ～

C Ⅲ b β

短柱状の箇所も密着亀裂が多く、脆弱
である。礫状の表面はやや灰色に変色
している。

C
Ⅳ～

Ⅴ
c

γ～

δ

CL ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ
d ε

B Ⅳ
b ～

c 
γ

新鮮で、コアは長柱状～岩片状である。
550.30ｍ～550.40ｍ付近のみ岩片状で
ある。有色鉱物はほとんど認められな
い。

A ～

B 

Ⅱ～

Ⅲ
b β

短柱状～岩片状コア、密着した亀裂も
多く認められ、一部脆くなっている。

B ～

C 
Ⅳ c γ

脆弱で、岩片状～礫・砂状主体である。
C ～

D 

Ⅴ～

Ⅵ
d

δ～

ε

556.50ｍ～557.30ｍ　短柱状のコアが
残るが、密着亀裂が多く脆い。有色鉱
物はほとんど認められない。

B ～

C 

Ⅲ～

Ⅳ

b ～

c 

β～

γ

557.70ｍ～559.00ｍは岩片状コアが主
体である。破砕されたものが、再固結
した形跡が認められる。

C
Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

δ～

ε

亀裂が多く、コアは短柱状～岩片状主
体である。559.00ｍ～559.50ｍはコア
が長柱状に残る。有色鉱物はあまり認
められず、無色鉱物も一部白く斑状に
分布する。559.50ｍ以深は密着した亀
裂も増える。

B Ⅲ b β

C
Ⅳ～
Ⅴ

c ～

d 
γ

560.40ｍ～561.30ｍ付近、コアは脆く
岩片状～礫主体である。

B
Ⅲ～

Ⅳ
b

β～

γ

562.70ｍ～565.70ｍ　コアは新鮮だが、
岩片状となっている箇所が多い。亀裂
の面は暗色化している。

B ～

C 

Ⅳ～

Ⅴ

c ～

d 

γ～

δ

短柱状主体だが、部分的に亀裂が集ま
っており、岩片状となっている。白色
で、有色鉱物はほとんど認められない。

A ～

B 
Ⅲ b β

コアは礫状である。礫は各々角ばって
いる。亀裂面は薄茶色に変色している。

C
Ⅳ～

Ⅴ
d γ

コアは長柱状～岩片状である。新鮮だ
が、縦方向の亀裂が認められる。縦亀
裂は569.70ｍ以深は開口している。

A
Ⅱ～

Ⅲ

a ～

b 
β

28

23

23

20

25

23

15

10

27

13

13

26

17

18

11

5

0

8

9

8

32

15

11

20

12

14

10

34

12

47

15

[76]

[84]

[23]

[61]

[70]

[39]

[28]

[10]

[27]

[23]

[24]

[37]

[39]

[28]

[11]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[64]

[25]

[21]

[33]

[22]

[24]

[20]

[48]

[12]

[68]

[76]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

CM～

CH

CL～

CM

CM～

CH

CM

CL

CM

CL

D

CL

CM～
CH

CL

CL～

D

CL～

CM

CL

CM

CL

CM

CL

CM

CL～

D

CH


